
施設の基本情報①

～ Assistance in Social Independence ～
私たちのミッションは、お子さまのキャリア形成を促進し”より良く生きる、より強く生きる″ための一助となることです。

放課後等デイサービスASTEP

ASTEP長岡京

ASTEP LABO（2025.4月～）

アステップ
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“ASTEPとは？”
After School Time Education Program

頭文字をとってASTEP（アステップ）といいます！

支援の必要性があるお子さん（小学１年生～高校３年生）

を対象として放課後の時間を利用して療育を行う施設です。

ASTEPでは、一人ひとりの生活スキルを育むサポートを

行いながら、社会とのつながりを大切にする多彩な交流の

場を提供しております。
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◎ 施設の基本情報②

療育理念・方針

営業時間（サービス提供時間）
月～金曜日：11：00 ～ 19：00（ 13：00 ～ 17：30 ）

土・休校日： 9：00 ～ 17：00（ 10：00 ～ 16：00 ）

※ 平日は17：30 土・休校日は16：00から順次お送り

サービス対象者
知的障がい・精神障がい・身体障がい・発達障がいの

小学１年生～高校３年生までの児童

ご利用定員・地域・料金
定 員：１０名／日（１日最大１５名まで）

地 域：向日市・長岡京市・乙訓郡大山崎町

伏見区・西京区・南区の一部

料 金：各自治体が定めた料金 + おやつ代等（１００円／日）
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“社会自立へ向けた
成長の一助となる“
お子さん一人ひとりが「より良く、より強く生きる」こと

を目指し、日々の支援を行っています。

ASTEPは、デイサービスという枠を超えて、異なる年齢

や特性を持つお子さんが集まり、一緒に学び合い、助け合

う「小さな社会」としての役割も担っています。

その中で、自分を知り（得意・不得意）誰かを支えたり、

時には支えられたりする経験を重ね、社会性や自信を育ん

でいきます。

◎ 療育理念・方針

ASTEPの特徴0４



“個別性の尊重”

興味を丁寧に見極め、できることとできないことを

明らかにした上で、目標を一緒に考えます。

無理のない範囲で取り組みを進めながら、小さな成

功体験を重ねることで、自信を育めるようサポート

しています。何よりも楽しみながら成長できる環境

を提供することを何よりも大切にしています。

◎ ASTEPの特徴①

“集団療育”

様々なお子さんたちが集まるASTEPでは、本質的な

社会性が学べる環境を提供しています。

幅の広い活動（プログラム数は2500種類以上）を行

う中で自己表現や協調性を発揮する機会を設けます。

集団が苦手なお子さんも個別的にフォローしながら、

少しずつ集団に目を向けていく支援を行います。

ASTEPの特徴②0５



“個別療育”

月～金曜日

通所のルーティンが確立した段階で、登所時に

個別療育を行っています。

自立して取り組める課題や１対１での取り組み

など、親御さんと連携しながら課題を設定し、

ご利用毎に行っていきます。

◎ ASTEPの特徴②

ASTEPの特徴③

隔週の土曜日

ニーズと目標に合わせてカスタマイズした専門

的な個別療育（約１時間）を行います。

個別療育で取り組んだ課題を振り返り、集団療

育の中で自然と活かせるようサポートしていま

す。社会自立に向けた基盤を一緒に着実に築い

ていきます。
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療育へのこだわり①

◎ ASTEPの特徴③

“学習支援”

学習支援の特徴

通所のルーティンが確立した段階で、登所時に

個別療育と並行して学習支援を行っています。

① 支援内容は付箋紙で保護者に報告

どんな姿勢や態度だったか？ペースやかかった

時間は？困りが合った時の支援は？など…

ノートやプリントに付箋紙を貼って報告！

お家で確認してもらい、そのまま学校に持って

いかれるご家庭も多いです◎

② 長期休暇時の学習支援

学習に向かう時間を設けています（多くは登所

時）範囲を決めて自分との約束にチャレンジ！
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【ありのままを包み隠さず（活字）伝える！】

お子さんの“今”を知る鍵、それが療育日誌です。

私たちの行った支援の内容とともに、日々の成長や挑戦

を具体的に記録し、ご家庭でのサポートにも役立ててい

ただけます。お子さんの小さな変化や頑張りを、療育日

誌を通して一緒に見つけましょう！

療育日誌（連絡帳）

療育日誌（例）

◎ 療育へのこだわり①

“伝えてこそ療育“
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療育へのこだわり②

療育日誌（例）

①
②

③

④

⑤

⑥

① 学習支援

② 個別課題（個別療育）

③ 本日の療育活動と目的、内容

④～⑥ 支援内容とご様子等

④ 【本日の成果】目的に対してお子さんの様子はどうだったか？事実をまずお伝えします。

⑤ 【今後の焦点】関わりの中で今後課題となってくることをお伝えするともに対策を伝えます。

⑥ 【さいごに】支援員からのひとこと、ご家庭でのフォロー、親御さんへのお願い等

療育日誌の構成

0９



【ありのままを包み隠さず（画像）で伝える！】

ご利用毎、アルバムを配信しています！

療育日誌の内容（字だけではイメージしづらい）を視覚

的に見ていただけます。ご利用後は、お子さんとともに

成果を振り返るツールとして活用いただいています。

アルバム（例）

◎ 療育へのこだわり②

“伝えてこそ療育“

Googleフォトアルバム
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療育へのこだわり③

アルバム（例）

① お子さんのお名前

② アカウント（Googleアカウントが必要です）

③ 成果のお写真

④ 活動のご様子

⑤ 必要に応じて動画も撮影しています。

※ お子さんとの関わりを優先しているため、

活動によってお撮りできない場合があります。

アルバムの構成
①

②

③ ④ ⑤
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【お子さん（現在）を考えに考え抜く！】

曜日ごとの特性、領域のバランスを考えて、支援員それ

ぞれがプログラムを計画しています。

個別支援の必要性や、活動内での役割等、利用するお子

さんそれぞれに目的と目標を持って作成します。

活動計画（例）

◎ 療育へのこだわり③

“考えてこそ療育“

活動（プログラム）計画
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療育へのこだわり④

２６歳女性 児童指導員

①

② ③

④

⑤

⑥

① 目的がなければ目標を掲げる

ことはできません。

② アプローチする領域の設定

③ 利用するお子さんの特性から

領域ごとの具体的な支援の確立

④ 一目で見て、誰にでもイメージで

きるように記載しています。

⑤ A～C（必要に応じてD）を設定

お子さんごとに落とし込む。

⑥ 特に導入に工夫を入れています。

ここがダメだと活動が失敗する。

活動計画（例）
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【お子さん（将来）を考えに考え抜く！】

ご利用開始にともない、個別支援計画をご提示します。

この計画はいわゆる“支援のロードマップ”です。

半年後、１年後のお子さんが、こんな姿になっている！と

ドキドキワクワクするような内容をご提示します◎

個別支援計画（例）

◎ 療育へのこだわり④

“考えてこそ療育“

個別支援計画
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個別支援計画（例）

①

②

③

④

① ご家族の意向や願いが、計画作成に最も重要な部分です。遠慮なく胸の内をお話ください◎

② ご家庭の方針や考え方に沿って、ASTEPでの過ごしの中での支援方針をご提案します！

③ １年後はこんなことができている！と心躍る内容をご提示できるよう支援員全員で考え抜きます★

④ １年後の姿から逆算して、途中に置く目標です！スモールステップの積み重ねで、実現させていきます♪

個別支援計画（例）
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ご成長の機会・場所の提供

①

個別支援計画（例）
②

③

① お子さんが【成長した姿】になっている！
と、イメージできるように

② 【成長した姿】になれるように私たちが行う
具体的支援について（数・回数・時間等）

③ 支援を行う際の注意事項や
親御さんにご協力いただくこと

※ お子さんがやってみて楽しいことや、チャレンジしたくなるような視点で考えていきます！
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◎ ご成長の機会・場所の提供

ASTEPから親御さんへのお願い

室内

ゲーム

制作活動

サイエンス

社会体験活動

仕事体験

運動療育

スポーツ活動

課外活動

社会見学

SST

LST

季節行事

誕生日会

食育・調理

おやつ作り

親子研修会

部外交流

※ 活動実績は別紙参照
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私たちASTEPは、お子さんをあらゆる角度から見て、それぞれに

合った療育や関わりを行っています。しかし、療育の時間には限

りがあるため、ご家庭や学校との協力がとても大切です。

お子さんのご成長の一助となるためには、私たちだけでなく、ご

家庭や学校、お子さんを取り巻く大人たちが、一緒に支えていく

ことが絶対的に必要だと考えています。

ご家庭の方針、学校との引継ぎや情報共有も大切にしていきなが

ら、統一感のある関わりを目指しています。

お子さんの日々の様子についても、ぜひ教えてください。

◎ ASTEPから親御さんへのお願い

ASTEPの支援員について

“連携”について
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ASTEPは、専門性の高い支援員をそれぞれの施設に配置しています。

（臨床心理士・公認心理師・精神保健福祉士・作業療法士・保育士等）

また、福祉業界の未来を担う若い人材も多数在籍しています。

ただ、専門性が高い！だけでは本質的な療育はできないと考えています。

ASTEPが目指す支援員像

療育は【人と人が深く関わり合う】お仕事です。

お子さんと接する支援員には、専門知識や経験だけで

なく、物事の本質を深く理解し、それを的確に

伝える力が求められると考えています。

専門性を高めるための研修に加え、法人代表が主催する

【人間力の向上】を目的とした研修を、2週間に1回の

ペースで行っています。この研修では、日々の業務を

通じて実践とフィードバックを繰り返し行い、支援員の

成長をサポートしています。ぜひ、人間味あふれる

支援員たちの姿にもご注目ください◎

さいごに

◎ ASTEPの支援員について

真心とぬくもりの

ある支援員の育成
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◎ さいごに

私たちの療育は、まだ発展途上にあります。未完成の部分や粗削りな

ところもあり、目の前には多くの課題が残っています。

しかし、これまでお子さんや保護者の皆さま、そして働く仲間たちと

力を合わせ、1つ1つの課題を乗り越えてまいりました。

私たちは、課題があるからこそ新たな発想が生まれ、より良い支援の

形を追求し、お子さんの成長に繋げられると信じています。

今では、私の心意気を感じ取ってくれるお子さんもおり、身に余る幸

せを感じています。

療育の主人公はお子さんです。

楽しさや新しい発見を通じてお子さんの物語を豊かに彩り、ご成長に

寄り添いながら、人と関わることの喜びや素晴らしさを感じていただ

けるよう、放課後という大切な時間を共に過ごしてまいります。

法人代表 水口 大督
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本日は、見学にお越しいただき

誠にありがとうございました！

放課後等デイサービスASTEP

ASTEP長岡京

ASTEP LABO

ホームページ

QRコード
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